
手続き受給には 手続き が必要です
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
（1世帯当たり10万円）は、住民税均等割非課税
世帯や、令和3年1月以降に新型コロナウイルス

感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する
給付金です。給付金を受給するためには、手続き
が必要です。

確認書が送付されている世帯
　世帯全員が非課税であることが確認できた世帯
へは「確認書」を町から送付済みです。

　期限を過ぎると受給ができなくなりますので、
お早めの手続きをお願いします。

返送期限は５月24日㈫です（消印有効）

お早めの手続きをお願いします

確認書が送付されていない世帯
　確認書が送付されていない世帯であっても、一
部支給対象となる場合があります。

【支給対象となる場合の例】
・�配偶者やその他の親族からの暴力（DVなど）
により避難中で、申請日時点で町内に居住して
いるが、住民票は町外にある場合
・�令和３年１月１日時点では、婚姻状態で課税配
偶者に扶養されていたが、令和３年12月10日

・福祉保健課 福祉係　☎77-3914（平日　午前８時30分～午後５時15分）
・内閣府設置の臨時特別給付金コールセンター　☎0120-526-145（午前９時～午後８時）

以前に離婚し、別世帯となっている場合
・�新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和
３年１月以降の収入が減少し、世帯員全員のそ
れぞれの年収見込み額が住民税非課税相当とな
る場合

※�給付金を受給するには、申請が必要です。必要
な書類などについては、福祉保健課窓口へお問
い合わせください。

申請期限は９月30日㈮です

対 象 と な る 場 合 が あ り ま す

問 合 せ

　
令
和
３
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
目
的
に
事
業

者
向
け
の
補
助
制
度
を
実
施
し
ま

し
た
。
従
業
員
や
お
客
さ
ま
に
、

よ
り
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ウ
イ
ル
ス
や
菌
類
に
効
果
を

有
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス
抗
菌
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
施
工
事
業
を
対
象
と
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
の
活
用
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
町
内
の
各
事
業
者
が

感
染
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

力
強
い
芝
山
町
の
経
済
活
動
を
継

続
し
ま
し
ょ
う
。

※�

こ
の
補
助
金
は
国
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令
和
3
年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
内
、
事
業
者
支
援
分
を
活
用

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
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内
事
業
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補
助
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業
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問

▲作業の様子（髙根病院）
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民 

生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、

「
民
・
児
委
員
」）
は
、
地
域
福
祉

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
住
民
の
方

か
ら
の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
行
政

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
校
等
の
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
専
門
機
関
な
ど
に
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
の
サ
ポ
ー
ト
役

と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

主 

な
仕
事
内
容

　
月
に
一
度
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
定

例
会
に
お
い
て
、
各
地
区
の
現
状
や

懸
念
事
項
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、

役
場
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
要
支
援

者
な
ど
へ
の
対
応
や
支
援
を
協
議
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
19
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
委

員
が
１
名
ず
つ
お
り
、
主
に
次
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
相
談
役

　
必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
、
日
頃
か
ら
地
域
の
心
配
事

や
困
り
ご
と
に
耳
を
傾
け
、
地
域
の

身
近
な
存
在
と
し
て
、
福
祉
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

●
地
域
の
見
守
り
役

　
定
期
的
な
訪
問
等
を
通
じ
て
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
災
害
時
に
は
自
身
の
安
全
に
留

意
し
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

要
支
援
者
の
安
否
確
認
や
必
要
物
資

な
ど
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　

２
名
の
委
員
が
主
任
児
童
委
員

（
以
下
、「
主
任
委
員
」）と
し
て
、

全
地
区
を
対
象
に
各
地
区
の
民
・
児

委
員
と
協
力
し
な
が
ら
児
童
福
祉

（
子
育
て
に
お
け
る
孤
立
、
貧
困
な

ど
の
生
活
困
難
、
虐
待
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
）
に
関
す
る
支
援
を
専
門

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ど 

ん
な
相
談
を
受
け
る
の
か

　
活
動
の
中
で
具
体
的
に
相
談
を
受

け
る
こ
と
は
「
高
齢
者
２
人
で
暮
ら

し
て
い
る
が
何
か
あ
っ
た
と
き
に
不

安
」「
病
気
を
し
て
今
後
の
生
活
が

不
安
」「
最
近
〇
〇
さ
ん
を
見
か
け

な
い
」「
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な

く
て
不
安
」「
よ
く
見
か
け
る
子
ど

も
が
何
日
も
服
を
変
え
て
い
な
い
」

な
ど
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
が
多
く

あ
り
ま
す
。

今 

後
の
課
題
と
は

【
現
代
社
会
へ
の
対
応
】

 

現
代
社
会
に
お
け
る
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
や
住
民
の
方
が
直
面

す
る
問
題
の
複
雑
化
、
多
様
化
に
伴

い
、
民
・
児
童
委
員
一
人
一
人
が
担

う
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

【
後
任
者
が
少
な
い
】

　
３
年
ご
と
の
任
期
満
了
の
際
に
、

年
齢
条
件
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
（
新

任
の
場
合
は
72
歳
以
下
、
主
任
委
員

は
55
歳
以
下
）
や
、
活
動
時
間
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

後
任
者
と
な
る
方
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
こ
と
で
す
。（
令
和
４
年

11
月
末
に
任
期
満
了
と
な
り
、
改
選

が
必
要
な
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
委
員

選
出
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
】

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
中

「
災
害
時
の
備
え
」
の
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

備
え
や
近
隣
住
民
の
助
け
合
い
な
ど
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
民
・
児
委
員
が

要
支
援
者
の
把
握
や
見
守
り
を
行
う

こ
と
、
前
も
っ
て
避
難
方
法
等
の
確

認
を
し
て
お
く
な
ど
、
平
常
時
か
ら

地
域
の
関
係
性
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　毎年５月12日は「民生委員・児童委員の日」と定められ、５月12日からの
１週間を「活動強化週間」とし、民生委員・児童委員活動周知のための取り組
みを強化する期間となっています。

－支え合う　住みよい社会　地域から－民生委員・児童委員の日
　　　　　活動強化週間です
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